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１．活 動 概 要

目的：

ゼネコンにおける建築設備分野の情報化に関する調査研究

・効率的な情報共有のあり方と共有化手法に関する提案

・情報化技術(BIM等)に関する調査研究と情報化技術の応用
・各種他団体の情報化に関する動向調査と意見交換等による 協調

実施概要：
・委員会開催について

第1回専門部会（2020/6/19）以降月1回の開催

2019年度は計10回開催
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１．活 動 概 要

委員会構成会社：
主 査 池田 紀生 佐藤工業㈱

副主査 福冨 貴弘 飛島建設㈱ 副主査 定松 正樹 三井住友建設㈱

ＷＧ１ ＷＧ２

ＧＬ 福嶋 篤史 西松建設㈱ ＧＬ 梅澤 清美 清水建設㈱

委 員 加藤 誠 鹿島建設㈱ 委 員 池田 紀生 佐藤工業㈱

鈴木 宏和※1 ㈱熊谷組 青山 剛 佐藤工業㈱

栗原 洋太 ㈱熊谷組 福冨 貴弘 飛島建設㈱

宮川雄一郎 五洋建設㈱ 野澤 亮一 ㈱鴻池組

金子 輝久 大成建設㈱ 定松 正樹 三井住友建設㈱

渡辺 博隆 大成建設㈱ 焼山 誠 ㈱大林組

小川 敦史 ㈱竹中工務店 須賀 規文 ㈱安藤・間

中島 亨 ㈱フジタ 古徳 勇樹 東急建設㈱

前田 聡也 戸田建設㈱

諏訪部泰徳 戸田建設㈱

佐藤 岳志 前田建設工業㈱

※1 2020年10月まで 4



２．活動テーマ

テーマ選定について

2020年度始めに各委員からテーマ募集

本年度のテーマは
「建築設備におけるBIMを取り巻く周辺技術とBIMモデルの

活用に関する調査」を主題とした
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WG１個別テーマ

SpiderPLUS・CheX等のICT機器・ソフトについての

情報収集と運用方法等についての現状調査、課題調査

－ゼネコン、サブコンへのアンケートを実施

WG２個別テーマ

2019年度に実施したゼネコン、サブコンのBIMデータに

ついてのアンケート結果に対して、BIMデータ不連続の

要因を深堀、課題抽出

２．活動テーマ
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3.1活動結果（WG1）

○アンケートを実施し、下記を確認した。

・各社予想したより測定機器と連動できるスマートデバイスアプリ
を活用している。

・調査結果より、試験調整に活用しているアプリはSpiderPLUS・
CheX にほぼ絞られている。

・ゼネコンはBIMに注力している関係でCheX、サブコンは専門機
能が多いこととT-fas連携があることからSpiderPLUSが多い傾向
と思われる。

・BIM連携を見据えた互換性・連携性をスマートデバイスアプリ制
作会社に求めていくとさらに利便性が高まると考える。
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3.1.2「BIMデータの不連続に関する」2019年度ゼネコンアンケート

（WG2）・サブコンアンケート（WG1）の深堀り
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3.1 活動結果（WG2）

「BIMデータの不連続に関する」2019年度WG2ゼネコンアンケート（19社回答）

WG1サブコンアンケート（機械設備系サブコン24社・電気設備系サブコン20社）の

調査内容を深堀りした。

【2019年度 ゼネコン・サブコンアンケート要約】

「BIMデータの不連続」の一因として、設計図と施工図の必要とする情報の違いがある為、

設計モデル内につくり込んだ部分や施工図としての情報が足りない部分などが混在してい

て、設計モデルからだけでは設計の意図を汲み取る事は容易ではないと思われる。

サブコン担当者が一から書き直す傾向にあるのは、設計の内容を理解する為と他者が作っ

たモデルを変更するのが難しい事にあると思われる。

また機械設備系サブコンと電気設備系サブコンでBIMに対しての取組に差があるのは、
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機械設備系サブコンは、衛生・空調設備工事の場合、3次元（正確には2.5次元）での施

工図作成は過去より導入されており、納まり・干渉チェックは通常の業務として行われて

きた為、従来の施工図作成の延長上でBIMという過程にきている。

電気設備系サブコンは電気設備における部材が大きくない為、干渉チェック・納まり検討

への利用にメリットがなく、2次元での施工図作成が中心であった為、BIMに対して機械

設備系サブコンと電気設備系サブコンでBIM取組に差が生じたと思われる。

BIMデータの不連続に対してゼネコン・サブコンの取組で解消出来ると思われる共通の

課題として以下の3項目を抽出した。

① 設計図と施工図の情報量の違い

② フロントローディングの強化

③ ワークフローの取決め
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4.1.1 スマートデバイスのアプリに関するアンケート
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本年度ＷＧ１はゼネコン、サブコン（機械系、電気系）、に対

してSpiderPLUS・CheXなどのICT機器・ソフトについてのアン

ケート調査を実施した。

実施の主目的は、ＩＣＴ機器利用の実態、連携ソフトの情報収

集と運用方法などについての現状調査、課題調査であった。

働き方改革に伴う建設現場のICT（スマートデバイス）活用状

況の実態調査について結果を次頁以降に示す。

また、３Dスキャナの利用に関しても調査した。



4.1.2.アンケート依頼文
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.3アンケート票（ゼネコン、サブコンとも共通）
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4.1.4アンケート集計結果
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● アンケートの集計結果

ゼネコン： ２０/２２ ９０．９％

サブコン（機械系）： １９/２９ ６５．５％

サブコン（電気系）： １６/１８ ８８．９％

全体： ５５/６９ ７９．７％



4.1.4アンケート集計結果
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設問1 測定機器と連動できるｽﾏｰﾄﾃﾞｨﾊﾞｲｽｱﾌﾟﾘは何を利用されていますか。

0 5 10 15 20

1

ゼネコン

ｽﾊﾟｲﾀﾞｰﾌﾟﾗｽ

Chex

自社開発ソフト

その他

0 5 10 15

1

サブコン（機械系）

ｽﾊﾟｲﾀﾞｰﾌﾟﾗｽ

Chex

自社開発ソフト

その他

0 5 10 15

1

サブコン（電気系）

ｽﾊﾟｲﾀﾞｰﾌﾟﾗｽ

Chex

自社開発ソフト

その他

ゼネコン20社、サブコン（機械系）１９社、サブコン（電気系）１６社から回答が得られた。

・ゼネコンはスパイダープラス、Ｃｈｅｘは同数だが、サブコンは機械系、電気系ともスパイダープラスが倍以上多
い結果となった。

・ゼネコンは仕上げ検査支援サービスＬＡＸＳＹ(YSLｿﾘｭｰｼｮﾝ)繋がりでＣｈｅｘ(YSLｿﾘｭｰｼｮﾝ)の使用率がサブコン
に比べ高い可能性がある。

・スパイダープラスはＣｈｅｘに比べ初期費用は高いが、標準機能で専門検査向けの機能（種類）が多いためサブコ
ン使用率が高い可能性がある。



4.1.4アンケート集計結果
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設問1-１ スパイダープラスのオプションは何を利用されていますか。
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仕上げ
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温湿度

冷媒圧力

ﾄﾞﾚﾝ勾配
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4.1.4アンケート集計結果
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設問1-１ スパイダープラスのオプションは何を利用されていますか。

・ゼネコン、サブコン（機械系）は指摘、進捗、写真が多い結果となった。また、Ｔ-ｆａｓもサブコン（電気系）
に比べて多い結果となった。

図面情報を扱えることはスマートデバイスの有効活用（選定）に大きく寄与していると考えられる。

・ゼネコンはサブコンに比べ仕上げのオプションを多く入れている。詳細なデータ管理はサブコン側にて実施するた
めと考えられる。

・サブコン（機械系）は水圧、満水、風量を多く入れている予想通りの結果である。

・サブコン（電気系）は照度、幹線・負荷設備試験を多く入れている予想通りの結果である。

・サブコン（電気系）の指摘、進捗、写真の利用が低い。

・Rebro連携に関しては属性連携が関係すると考えられる。



4.1.4アンケート集計結果
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設問1-２ 利用している測定機器は何ですか。（スパイダープラス）

・水圧、満水試験、冷媒圧力に関しては レッキス工業のみるみる君シリーズ が多い結果となった。

・温湿度に関しては Ｔ＆Ｄのおんどとりシリーズ が多い結果となった。

・排水勾配、ドレン勾配に関しては アックスブレーン の採用がある。

・風量に関しては アリアテクニカのワイヤレス風速計 が多い結果となった。

・照度測定に関しては 日置電機の照度計 が多い結果となった。

・コンセント極性、絶縁抵抗に関しては 日置電機、共立電気計器 の採用がある。

・カメラに関しては ＲＩＣＯＨのＴＨＥＴＡシリーズ、ｉＰａｄ の採用がある。



4.1.4アンケート集計結果
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設問２-１ Ｃｈｅｘの機能は何を利用されていますか。
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4.1.4アンケート集計結果
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設問２-１ Ｃｈｅｘの機能は何を利用されていますか。

・母数が少ないため詳細な傾向をつかむことは困難である。

・ゼネコン、サブコン（機械系、電気系）とも、ＢＩＭ連携が比較的多い結果である。

・サブコン（機械系）は水圧、満水、風量を多く入れている予想通りの結果である。

・サブコン（電気系）は照度、幹線・負荷設備試験を多く入れている予想通りの結果である。

・ゼネコン、サブコン（機械系、電気系）とも、ＢOX連携を利用している。

・サブコン（機械系、電気系）は帳票の関係もあり、XC-Gate連携を利用している。

設問２-２ 利用している測定機器は何ですか。（Ｃｈｅｘ）

・傾向としてはスパイダープラスとほぼ一緒であった。



4.1.4アンケート集計結果
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設問３ 自社開発ソフトにはどのような項目がありますか。

○ゼネコン

・是正指示システム：パトロールなどで、チェックした内容を記録し、是正指示書として帳票出力

・工事黒板カメラ：工事黒板情報を電子データとして写真に埋込む形で撮影

・スリーブ、防火区画貫通処理

・接地抵抗、絶縁抵抗試験

・満水、圧力、通水試験

・排水管通水検査システム（測定機器不要）

○サブコン（機械系）

・特になし

○サブコン（電気系）

・締付けトルク管理



4.1.4アンケート集計結果
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設問４ 墨だし、スリーブインサートで使用しているアプリ、計測機器が

あれば教えてください。

アプリ、計測機器とも下記の会社にほぼ絞られている

・アプリ：株式会社ニコン・トリンブル Trimble Field Link

・計測機器：株式会社ニコン・トリンブル RPT-600

※回答数

ゼネコン ４社

サブコン（機械系） ３社

サブコン（電気系） ０社



4.1.4アンケート集計結果
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設問５ ３Dスキャナを利用していますか。（自社・外注問わず）

・ゼネコンは利用している、利用していないがほぼ同数であった。

・サブコン（機械系）は利用しているが利用していないを上回った。需要、メリットがあると考えられる。

・サブコン（電気系）はほぼ利用していない。現状需要、メリットはほぼないと思われる。
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利用していない



4.1.4アンケート集計結果
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設問５-１ ３Dスキャナの利用用途に関してお教え願います。

・ゼネコン、サブコン（機械系、電気系）共、特に設備機器、次に躯体に対しての用途がある。

・ゼネコンは上記以外に構造図（竣工図との整合性）、据付精度に関しての利用がある。
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構造図

設備
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0 5 10

1
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構造図

設備
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その他
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1

サブコン（電気系）

躯体

構造図

設備

据付精度

その他



4.1.4アンケート集計結果
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設問５-２ 既存設備の確認に関して、具体的に教えてください。

・配管・ダクト・設備配置の確認がやはり主目的と分かった。

・設備機器の搬入計画もほぼ上記の目的に連動すると考えられる。

・その他として 「耐震補強工事時、躯体と設備の取合い確認」 の意見もあった。

0 5

1

ゼネコン

配管・ダクト・設備配置

の確認

設備機器の搬入計画

その他

0 5 10

1

サブコン（機械系）

配管・ダクト・設備配置

の確認

設備機器の搬入計画

その他

0 0.5 1

1

サブコン（電気系）

配管・ダクト・設備配置

の確認

設備機器の搬入計画

その他



4.1.4アンケート集計結果
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設問５-３ ３Dスキャナ機器に関して、自社、外注、その他どれでしょうか。

・ゼネコン、サブコン（機械系）は、自社、外注がほぼ同じ割合である。

・サブコン（電気系）は母数が少ないため、傾向の判断は難しい。
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1

ゼネコン

自社

外注

その他

0 5 10

1

サブコン（機械系）

自社
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その他

0 0.5 1

1

サブコン（電気系）

自社

外注

その他



4.1.4アンケート集計結果
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設問５-４ ３Dスキャナのカメラ、点群処理ソフトについてお教え願います。

・カメラ・型番： Leica（ｼﾞｵｼｽﾃﾑｽﾞを含む） →BLK360、RCT360

FARO →Focus150

MatterPort →MatterPort PRO2

メーカーは上記の３社に絞られる

２年前の調査から大きな進展は見られない

・点群処理ソフト：Leica（ｼﾞｵｼｽﾃﾑｽﾞを含む） →Leica CloudWorx レジスター360

エリジオン →InfiPoints ※サブコン（機械系）は全て利用

FARO →SCENE

メーカーは大きく上記の３社に絞られる



4.1.4アンケート集計結果
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設問５-５ ３Dスキャン計測やモデリングの協力会社ついてお教え願います。

・会社名：クモノスコーポレーション㈱、大浦工測㈱、㈱ジャスト、ベル・エンジニアリング㈱、

（以上２年前の調査で上がった会社）

三谷産業㈱、㈱きんそく、㈱キャディアン、㈱チャコール

㈱ヤマイチテクノ、デュアル・アイ・ティー㈱、㈱アップスタート

２年前の調査で上がった会社もあるが、新規の業者も数多く出てきている。

中には海外で作業する会社も見受けられる。

・点群処理ソフト：㈱トプコン →magnet collage

エリジオン →InfiPoints

㈱ニコン・トリンブル →RealWorks

㈱富士テクニカルサーチ →Galaxy-Eye



4.1.５まとめ
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〇スマートデバイスアプリ

・各社予想したより測定機器と連動できるスマートデバイスアプリを活用している。

・調査結果より、試験調整に活用しているアプリはSpiderPLUS・CheX にほぼ絞られている。

・ゼネコンはBIMに注力している関係でCheX、サブコンは専門機能が多いこととT-fas連携があることから
SpiderPLUSが多い傾向と思われる。

・BIM連携を見据えた互換性・連携性を上記２社に求めていくとさらに利便性が高まると考える。

※ SpiderPLUSに対する要望機能：電気負荷試験、電灯回路のチェック、騒音測定、他のクラウドとの連携

CheX に対する要望機能：工事進捗管理（写真）、Dropbox（他のクラウド）連携、指摘管理、
温湿度（データロガー）、赤外線サーモグラフィ、流量計、RFID連携

〇３Dスキャナ

・予想したよりサブコン（機械系）として活用している。

・主要カメラメーカーは２年前の調査からほぼ変わりない。

・協力会社に関しては２年前の調査から新規の会社が数多く出てきている。

・電気設備、機械設備をまとめた形でゼネコンでの活用を広げていくべきではないか。
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本年度は、「BIM不連続に関する」2019年度WG2ゼネコンアンケート

（19社回答）、WG1サブコンアンケート（機械設備系サブコン24社・電気

設備系サブコン20社）の調査内容を深堀りし、ゼネコン・サブコンの課題

の抽出を行い、BIMデータフローに落とし込みをし、どの時点でどのような

課題が発生しているのかを精査した。

36

5.1 2019年度ゼネコン・サブコンアンケート深堀りの主旨
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建築BIM推進会議

建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第1版） 5頁抜粋

●令和2年3月の「建築BIM推進会議」により、「施工分野（大手ゼネコン等）において
BIMは相当程度活用。しかし、中小建設会社ではほとんど使われていない状況。」

設計BIM

設 計 施 工 維持管理

不連続

施工BIM

維持管理BIM

不連続
✓実施設計までの活用はまれ
✓意匠、構造、設備の各分野での
活用状況に差

✓サブコンでの活用は少ない
✓メーカーの対応に差

✓低調な活用

プロセスごとに個別に活用され、
横断的な活用は想定されていない

図1-4 プロセス横断的な活用が進んでいないBIM

5.2 「BIMデータの不連続」
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●過去ゼネコンアンケートにみるＢＩＭ取組状況

2011年度 取り組んでいる： 65 ％
2013年度 81 ％
2019年度 100 ％（19社回答からの回答）

※ 現在の取組状況：100％

●サブコンアンケートにみるゼネコン・設計事務所からのBIM

提供データの施工フェーズでの活用状況（2019年度アンケート結果）
（機械設備系サブコン：24社，電気設備系サブコン20社からの回答）

※ BIM提供データ活用状況：65％

活用している ： 27社
活用していない :  14社

【1】2019年度「BIM不連続に関する」設備情報化専門部会アンケート

5.3 2019年度ゼネコン・サブコンアンケート結果
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【4】ゼネコン設計部門回答

※回答結果より以下のセグメントに分類される（回答が多い順） 回答社数

A. ソフト関連
① 使用するソフトの互換性 4社
② 設備サブコンは全て書き直している 4社
③ 使用ソフトの統一 2社
④ IFCの信頼性 1社
⑤ 電気設備のBIM用ソフトの進化 1社
B. 規格関連
① BIM規格統一 2社
② 施工図作成のBIM対応標準化（テンプレート、パーツ等） 2社
③ 設計図と施工図の情報量の違い（費用対効果、時間対効果） 1社
④ 設備サブコンとのBIM規格統一 1社
⑤ BIMモデルを紙出力すると文字が見づらい 1社

（2D並の見せる図面にならない）
C. 費用・時間・スキル
① 技術的スキル 8社
② 高額なソフト導入に対する支援等 3社
③ フロントローディングの強化 2社
④ ワークフローの取決め 2社
⑤ 設計変更が多いので対応が容易でない 1社
⑥ ハード面の整備 1社
⑦ モチベーション 1社

Q2-7）国土交通省で新設された建築ＢＩＭ推進会議（仮称）の中でも課題とされている設計

ＢＩＭモデルを施工段階で断絶させない為の、一番のポイントは何か。

5.4 2019年度 WG2ゼネコンアンケート抜粋
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5.4 2019年度 WG2ゼネコンアンケート抜粋

Q3-7国土交通省で新設された建築ＢＩＭ推進会議（仮称）の中でも課題とされている設計ＢＩＭモ
デルを施工段階で断絶させない為の、一番のポイントは何ですか。（可能な限り記入して下さい。）

※回答結果より以下のセグメントに分類される（回答が多い順） 回答社数

A. ソフト関連
① 使用ソフトの統一 3社
② 使用するソフトの互換性 3社
③ 設備サブコンは全て書き直している 2社
④ IFCの信頼性 1社
⑤ 電気設備のBIM用ソフトの進化 1社
B. 規格関連
① BIM規格統一 3社
② 設計図と施工図の情報量の違い（費用対効果、時間対効果） 3社
③ BIMモデルを紙出力すると文字が見づらい 2社

（2D並の見せる図面にならない）
④ 設備サブコンとのBIM規格統一 1社
⑤ 施工図作成のBIM対応標準化（テンプレート、パーツ等） 1社
C. 費用・時間・スキル
① ワークフローの取決め 5社
② フロントローディングの強化 3社
③ 技術的スキル 2社
④ 設計変更対応が容易でない 1社
⑤ 高額なソフト導入に対する支援等 1社
⑥ ハード面の整備 1社
⑦ モチベーション 1社

【5】ゼネコン施工部門回答
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【6】全体工事案件に対して、どの程度の割合でBIMを活用しているか

Q2. 利用しているＢＩＭツール（３次元ＣＡＤ含）

Tfas Rebro CADEWA RevitMEP その他
39 29 7 5 9 ・約80％

Q３.全体工事案件に対して、どの程度の割合でＢＩＭを活用していますか

なし 20％以下 20～50％ 50～80％ 80％以上
9 28 1 2 4 ・活用度は低い

Q4.ＢＩＭを活用し始めた時期はいつからですか

10年以上前 10～5年前 5～3年前 2年前 １年前 １年以内 不使用
4 5 12 9 1 4 6

その他 ・5年前に１件のみ
・設計依頼案件あり今後活用予定 ・2年以上が70％超え

44% 33% 8% 6% 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Tfas Rebro CADEWA RevitMEP その他

20% 64% 2% 5% 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なし 20％以下 20～50％ 50～80％ 80％以上

10% 12% 29% 22% 2% 10% 15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10年以上前 10～5年前 5～3年前 2年前 １年前 １年以内 不使用

なし 20％以下 20~50％ 50~80％ 80％以上

4社 16社 0 0 0

なし 20％以下 20~50％ 50~80％ 80％以上

5社 12社 1社 2社 4社

BIMを案件で活用しているのは機械設備系サブコンが多い

5.5 2019年度 WG1サブコンアンケート抜粋



Q１２. ゼネコンや設計事務所からＢＩＭの提供を受け、施工フェーズで活用していますか

活用してい
る

活用してい
ない

27 14 ・65％超えが活用している

３.　ＦＭでのＢＩＭ取組状況について
Q１３. 保守管理でのＢＩＭ利用実績はありますか

あり 試行検討中 なし
1 5 37 ・ほぼなし

Q１４. ＦＭへのＢＩＭ導入用途をご記入下さい

設備管理
３Dによる
図面管理

13 3
その他 ・類似案件での活用・対応

・施主・ゼネコンからの指示

66% 34%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活用している 活用していない

2% 12% 86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あり 試行検討中 なし

81% 19%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設備管理 ３Dによる図面管理

42

【7】 ゼネコンや設計事務所からBIMの提供を受け、施工フェーズでの活用

5.5 2019年度 WG1サブコンアンケート抜粋
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5.5 【8】【9】サブコンアンケート回答を 「5.4【4】ゼネコン設計部門、

【5】ゼネコン施工部門」のアンケート回答結果のセグメントに分類。

アンケートは、それぞれ以下の設問でゼネコン・サブコンの共通回答（赤色）、

ゼネコンのみからあがった回答（黒色）、サブコンのみからあがった回答（茶色）

に分け、次の3頁にまとめた。

・ゼネコンアンケート設問（設計部門・施工部門）

【4】「設計ＢＩＭモデルを施工段階で断絶させない為の一番のポイントは何か」（設計部門回答）

【5】「設計ＢＩＭモデルを施工段階で断絶させない為の一番のポイントは何か」（施工部門回答）

・サブコンアンケート設問

【8】施工フェーズでのBIM導入におけるデメリット・課題等

【9】BIMの今後に関しての意見

5.6 2019年度 WG2ゼネコン・WG1サブコンアンケート分類
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【10】ゼネコン・サブコン共通回答

5.6 2019年度 WG2ゼネコン・WG1サブコンアンケート分類

ゼネコン
設計部門
回答社数

ゼネコン
施工部門
回答社数

サブコン
機械設備系
回答社数

サブコン
電気設備系
回答社数

合計

A. ソフト関連

① 使用するソフトの互換性 4社 3社 4社 3社 14社

② 使用ソフトの統一 2社 3社 1社 1社 7社

③ IFCの信頼性 1社 1社 2社 1社 5社

④ 電気設備のBIMソフトの進化 1社 1社 － 3社 5社

B. 規格関連

① BIM規格統一 2社 3社 1社 2社 8社

② 施工図作成のBIM対応標準化（テンプレート、パーツ等） 2社 1社 － 1社 4社

③ 設計図と施工図の情報量の違い（費用対効果、時間対効果）（設計図と施工図は別） 1社 3社 1社 － 5社

④ 設備サブコンとのBIM規格統一 1社 1社 1社 － 3社

C. 費用・時間・スキル

① 技術的スキル 8社 2社 1社 － 11社

② 高額なソフト導入に対する支援等 3社 1社 － 1社 5社

③ フロントローディングの強化 2社 3社 3社 2社 10社

④ ワークフローの取決め 2社 5社 3社 － 10社

⑤ 設計変更が多いので対応が容易でない 1社 1社 6社 － 8社

⑥ ハード面の整備 1社 1社 1社 2社 5社
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【11】 ゼネコンのみからあがった回答

ゼネコン
設計段階
回答社数

ゼネコン
施工段階
回答社数

合計

A'.ソフト関連

① 設備サブコンは全て書き直している 4社 2社 6社

B'.規格関連

① BIMモデルを紙出力すると文字が見づらい 1社 2社 3社

（2D並の見せる図面にならない）

C'.費用・時間・スキル

① モチベーション 1社 1社 2社

5.6 2019年度 WG2ゼネコン・WG1サブコンアンケート分類
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【12】 サブコンのみからあがった回答

5.6 2019年度 WG2ゼネコン・WG1サブコンアンケート分類

サブコン
機械設備系
回答社数

サブコン
電気設備系
回答社数

合計

D. サブコンのみが挙げた課題

① 4社 1社 5社

② 建築BIMデータの継続（途中で中止となる） 1社 － 1社

③ 正確な躯体入力 2社 － 2社

④ 施工担当者のBIM活用メリットの認識不足 － 1社 1社

⑤ 実務レベルのBIMモデルの取り扱い経験不足 1社 － 1社

⑥ 属性情報が不充分（BIM＝3D CAD） 4社 － 4社

⑦ メーカーのBIM部材が少ない 1社 2社 3社

⑧ BIM利用は情報量が多く時間がかかる 1社 2社 3社

⑨ 組織的な教育（人材不足・人材育成） 6社 2社 8社

⑩ 業務フローの変革 1社 － 1社

⑪ 確認審査へのBIMモデル活用 1社 － 1社

⑫ 業界全体のレベルアップ・情報発進 1社 － 1社

⑬ 全員のBIM意識の共有(建築・機械設備・電気設備） 1社 － 1社

建築データの迅速な対応と設備検討時間の確保（建築側で2D図面の修正を先行している為、タ
イムリーに提供されず自分達で入力）
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下

流

【衛生】

【空調】

【構造】

【電気】

上

流

【意匠】

柱床

梁

他

壁室 壁

床

梁

柱

《 設計BIM 》
ゼネコン・設計事務所

《 施工BIM》
ゼネコン・協力業者（サブコン他）・メーカー

《 維持管理BIM 》
施主・管理会社

材
料

基
礎

配
管
器
具

ﾊﾞﾙ
ﾌﾞ
機
器

機
器

制気
口

CR

照
明

ｹｰ
ﾌﾞﾙ

BIMモデル受渡し

ﾀﾞｸ
ﾄ

配
管

配
管

器
具

配
管

制気
口

ﾀﾞｸ
ﾄ

機
器

ﾊﾞｽﾀﾞ
ｸﾄ
ｹｰ
ﾌﾞﾙ

ﾊﾞｽ
ﾀﾞｸﾄ

BIMモデル+2DでOK

BIMモデル+2DでOK

BIMモデル受渡し ﾊﾞﾙﾌﾞ

機
器

CR

照
明

設

計

BIMモデル受渡し

BIMモデル受渡し

BIMモデル+2DでOK

BIMモデル受渡し

BIMモデル+2DでOK

BIMモデル+2DでOK

【維持管理情報】
・メンテナンス
記録

・定期点検
・不具合記録
・長期修繕計画
・改修工事記録
・バルブの範囲
・空調エリア

建築ソフト：Revit・ArchiCAD他 → IFCデータ：Revit・AutoCAD 維持管理ソフト
設備ソフト：Tfas・Rebro・CADEWA他 → IFCデータ：Tfas・Rebro・CADEWA他

【共通項目】
A-①ソフトの互換性
A-②使用ソフトの統一
A-③IFCの信頼性
B-①BIM規格統一
C-①技術スキル
C-②高額なソフト導入
に対する支援等

C-⑥ハード面の整備

【共通課題】
A-④電気ソフトの進化

【共通項目】
B-②施工図作成のBIM

対応標準化
（ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ・ﾊﾟｰﾂ等）

B-③設計図と施工図の
情報量の違い

B-④設備サブコンとの
BIM規格統一

C-④ワークフローの
取決め

C-⑤設計変更が多いので
対応が容易でない

【共通項目】
C-③フロントローディング

の強化

【ゼネコン項目】
A’-①設備サブコンは全て
書き直している

C’-①モチベーション

【サブコン項目】
D-①建築データの迅速な対応

と設備検討時間の確保
D-②建築BIMデータの継続
D-③正確な躯体入力
D-④施工担当者のBIM活用

メリットの認識不足
D-⑤実務レベルのBIMモデル

の取り扱い経験不足
D-⑥属性情報が不充分
（BIM＝3D CAD）

D-⑦メーカーのBIM部材が
少ない

D-⑧BIM利用は情報量が多
く時間がかかる

D-⑨組織的な教育
（人材不足・人材育成）

D-⑩業務フローの変革
D-⑪確認審査へのBIMモデル

活用
D-⑫業界全体のレベルアップ・

情報発進
D-⑬全員のBIM意識の共有

(建築・機械設備・電気設備）

【項目の分類】A：ソフト関連，B：規格関連，C：費用・時間・スキル

※「2019年度 WG2ゼネコンアンケート」分類による

【ゼネコン項目】
B’-①BIMモデルを紙出力

すると文字が見づ
らい

【共通項目】 ・・・ゼネコン・サブコンから挙がった項目
【ゼネコン項目】・・・ゼネコンのみから挙がった項目
【サブコン項目】・・・サブコンのみから挙がった項目

5.7 BIMデータフローとBIMデータ不連続の課題
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5.8 BIMデータ不連続の課題解決に向けて

【13】 BIMデータ不連続の解決すべき課題抽出

ゼネコン・サブコンの取組み等でBIMデータ不連続の課題を多少でも解決できると思わ

れる項目を以下に抽出した。ソフト関連、CADベンダー等に起因する項目は、抽出対象

から外した。

＜ ゼネコン・サブコンからあがった共通項目 ＞

B-③ 設計図と施工図の情報量の違い
C-③ フロントローディングの強化
C-④ ワークフローの取決め

＜ サブコンからあがった項目 ＞

D-① 建築データの迅速な対応と設備検討時間の確保
D-② 建築BIMデータの継続
D-③ 正確な躯体入力
D-④ 施工担当者のBIM活用メリットの認識不足
D-⑤ 実務レベルのBIMモデルの取り扱い経験不足
D-⑧ BIM利用は情報量が多く時間がかかる

D-⑬ 全員のBIM意識の共有(建築・機械設備・電気設備）
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5.8 BIMデータ不連続の課題解決に向けて

【14】 BIMデータ不連続の課題解決に向けての考察

ゼネコンアンケートから、設計BIMデータを活用できた点として「設計からデータを引き継

ぐ時にBIMデータだけでなく、受渡書を作成して貰い、打合せしている」との意見があった

事から、サブコンへのBIMデータ引継ぎの為の説明を行う、又は受渡書を用いて設計BIMデ

－タの意図を説明する機会を設け、データだけではなく、設計意図を伝える機会が必要と思

われる。

施工段階に於いてもゼネコン・サブコン合同のミーティングを開くなどして、設計BIMデー

タの意図共有、施工におけるBIMデータ作成の為のレベルの擦り合わせ、建築BIMデータ提

供のレベル・スケジュール等の取決めなどが必要と思われる。

またサブコンアンケートから、機械設備系サブコンは、従来の施工図作成の延長上でBIMと

いう過程にきていると考えられ、電気設備系サブコンよりBIM経験値が相対的にあると思わ

れる。サブコンでもBIMに対する経験にバラつきがある為、サブコンBIMデータの取り纏め

役を決めるなどの工夫が必要と思われる。
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5.8 BIMデータ不連続の課題解決に向けて

BIMの「Model」3次元という部分は、サブコンだけで作成できるが、BIMの「Information」

情報の部分は、ゼネコンとサブコン双方で構築していく必要がある為、ゼネコン主導で情報を精査

する事が重要である。

設備BIMデータを作成するのはサブコンではあるが、BIMデータ不連続の課題解決、また施工段階

での更なる活用に向けては、ゼネコン・サブコン一体となって行う必要がある為、下記項目を実施

することが重要である。

● 設計BIMデータ受渡し説明会の実施【設計→施工（ゼネコン・サブコン）】

・設計BIMデータの意図の説明

● 施工段階での継続的なミーティングの実施【ゼネコン・サブコン】

・設計BIMデータの意図共有

・サブコンデータの取り纏め

・建築BIMデータ提供のレベル・スケジュール等の取決め

・施工段階におけるBIMデータ作成の為のレベルの擦り合わせ（特に電気設備）

・BIMにおける付与情報の取決め（情報内容、付与時期）
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● BIMモデル
コンピュータ上に作成した主に3次元の形状上に加え、室等の名称・面積、材料・部材の
仕様・性能、仕上げ等の建築物の属性情報を併せ持つ建築物情報モデルをいう。

● BIMデータ
BIMモデルに加え、BIM上での2Dによる加筆も含めた全体の情報をいう。

● 3Dモデル
縦・横・高さの3次元座標で仮想的に3次元形状を表すモデルをいう。

● 2D
CAD等を用いた2次元形状情報を表すものをいう。

● フロントローディング（front loading）
業務プロセスや工程において前倒しで資源を投下し、さまざまな検討を行い早期に
課題を発見し対処することで、後工程の負荷を軽減しつつ、品質を高めようとする
方法。

建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第1版） 9頁抜粋

5.9 用語の定義
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（1） CADWe’ll Tfas 11（2020年最新バージョン）

(株)ダイテック

※無償配布ビューアあり

（2） Rebro 2020（ 2020年最新バージョン）

(株) NYKシステムズ

※無償配布ビューアあり

（3） CADEWA Real 2017 （2020年最新バージョン）

(株)四電工

※無償配布ビューアあり

5.10 2019年度アンケートから利用が多かった設備BIMソフト


